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第19回エルゴナジー研究会（2008.2.16.）能開総大

フランスにおける継続教育の動向

－新生涯職業教育法以降の交互制訓練と継続教育・個人教育権－

堀内達夫 大阪市立大学

はじめに

2004 年 5 月に新たな生涯職業教育法が制定された。この新法は、1971 年 7 月の生涯教

育法に始まる継続教育に「第２の息吹を与える」ことを目指しているといわれる。そこで

は、全従業員を対象として、企業と協調しつつも従業員自らの主導で継続教育が受けられ

る「個人教育権 droit individuel à la formation :DIF」が新設されるとともに、従来の若年求

職者向け交互制訓練（Alternance）を改組した「専門化訓練 contrat et période de
professionnalisation :CP」が導入された。加えて、継続教育に係わる労使団体（社会的パー

トナー）の役割拡充が意図されている。1)

これまで、フランスの職業教育は、他の EU 諸国と比べて学校と労働市場の間ではっき

りと区別された関係を維持してきたが、若者世代における職業的・社会的移行の困難（高

失業率等）とその長期化、多様化、および欧州レベルにおける生涯学習、継続教育の拡充

策という状況下において、学校と労働市場の関係が大きく変わろうとしている。2) そこ

で、本発表では、職業教育の社会的パートナーとして重要な一翼を担う経営者団体、その

中でも、とくに機械、電気・電子、製鉄・冶金などフランス重工業部門の中心をなす金属

産業、そのパリ地域部門である「パリ地域金属産業グループ Groupe des Industries
Métallurgiques de la région parisienne :GIM」3) の聞き取り調査（2007 年 3 月 12 日）を通じ

て、明らかになった交互制訓練および継続教育・個人教育権の動向について報告する。

１．交互制訓練の概況

(1)専門化訓練

2003 年 9 月の全国労使協定に基づく 2004 年 5 月の「生涯職業教育及び社会的対話に関

する法律」によって、これまでの交互制訓練である資格取得訓練（CQ）、適応訓練（CA）、

導入訓練（CO）に代わって、それらを統合した専門化訓練（CP）が導入された。

2005 年末まで及び 2006 年前半期の新規専門化訓練契約数は、それぞれ 96,000 余と

30,000 弱である（表 1-1：労働省統計調査活動部 2006 年 10 月）。これら新規契約数を旧

交互制下のそれと比べると、専門化訓練の新たな傾向を読み取ることができる。まず、若

年者が減って、逆に 21 歳以上の成人が増加している。また、受講者の教育歴（学歴）レ

ベルが低下している。これまで取得免状のレベルでは、バカロレア準備が多かったが、こ

れも減少して、免状取得を目標としない層、あるいは産別協約証書等準備者が増えている。

受講者の前歴（出身）では、失業者（求職者）が半分近くを占めるようになり、逆に学卒

者が激減している。訓練の期間は、総じて短くなっているようである。業種別では、第 3
次産業部門が新・旧訓練ともに 75 ％前後を占めている。全体として、若年者よりは学歴

の低い成人が増え、失業者(休職者）の割合が増えて、したがって、資格準備に繋がる長

期の訓練でなく、公認の免状を求めない短期の訓練に集まる傾向が指摘できる。
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表 1-1.専門化訓練の近況

西暦年月 2004 (旧交互制) 2004.10- 2005.12 2006.1.- 7
新規登録契約数 156,372 96,346 29,507
男／女 ％ 53.4/ 46.6 52.2/ 47.5 55.0/ 45.0

16 1.9 1.3 0.9
年 17/18 13.3 12.6 7.6
齢 19/20 29.4 28.4 21.8
% 21~25 49.5 46.3 52.7

26 以上 5.7 11.6 17.2
教 ⅠｰⅢ 22.6 23.6 23.6
育 Ⅳ 42.5 39.9 32.7
歴 Ⅴ 25.2 26.0 27.5
% Ⅴ準Ⅵ 9.7 10.5 16.2

取 Bac+3 年以上 6.5 6.2 7.6
得 Bac+2 年 11.8 13.1 11.8
準 Bac(ﾊﾞｶﾛﾚｱ) 40.1 39.1 30.8
備 CAP,BEP 23.4 24.1 23.7
免 その他 8.1 8.4 10.8
状 免状なし 10.1 9.2 15.1

学校 34.2 30.0 12.5
出 雇用支援 15.0 15.9 12.3
身 在職者 22.4 19.3 22.8
% 求職者 22.5 31.2 47.2

無業者 5.9 3.6 5.2
契約 有期／期限無 83.7/ 16.3 85.1/14.9 80.2/19.8
訓 6-11 ヶ月 － 26.7 39.2
練 12 ヶ月 － 11.2 8.9
期 13-23 ヶ月 － 40.3 45.1
間 24 ヶ月以上 － 21.8 5.8

農林水産業 1.0 0.9 0.6
訓 工業 16.4 14.5 14.8
練 建設業 8.4 8.6 6.6
業 商業 26.6 26.0 22.7
種 企業向業務*1 18.0 20.2 25.8
% 個人向業務*2 10.3 10.4 9.0

他第 3 次産業 19.3 19.4 20.7
備考：取得資格の認定様式には、免状または同類称号、他の協約・労使協議認定がある。

*1.金融・銀行業等、*2.理美容、ホテル、レストラン、自動車修理等。

出典：GIM 配布資料、DARES, Premières informations Synthèse,le contrat de professionnali-
sation en 2005,2006.
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(2)見習訓練（徒弟訓練）

表 1-2.見習訓練の推移

西暦年 1992 1995 1997 2000 2002 2004 2005
新規登録契約数 129,616 178,080 211,880 237,876 236,806 246,717 260,408

男／女 ％ 69.2/30.8 71.9/28.1 71.4/28.6 71.2/28.8 69.2/30.8 69.6/30.4 68.6/31.4
15/16 42.7 36.7 35.2 34.7 35.8 33.2 31.6

年 17/18 35.8 32.1 32.0 33.4 31.7 32.7 33.0
齢 19/20 15.1 18.1 18.2 18.8 18.7 18.8 19.7
% 21 以上 6.5 13.1 14.7 13.1 13.9 15.3 15.7
教育歴レベル % % % % % % %

Ⅰ-Ⅲ 1.2 3.1 4.8 5.6 7.0 8.5 8.8
Ⅳ 4.1 8.2 10.9 11.5 12.6 13.6 14.3
Ⅴ 34.2 38.5 34.8 33.7 33.1 33.6 34.7

Ⅴ準Ⅵ 60.5 50.1 48.4 49.3 48.4 44.2 42.2
訓練レベル %

Ⅰ-Ⅲ 2.2 5.8 6.9 9.5 11.6 12.9 13.3
Ⅳ 7.0 11.9 15.6 17.0 18.8 20.1 20.2
Ⅴ 90.8 83.3 74.1 70.5 66.9 64.8 64.0

補充 - - 3.4 2.9 2.7 2.2 2.5
学校 75.5 67.6 63.2 63.7 62.7 62.8 61.8

出 見習訓練 16.9 20.8 24.0 26.2 28.0 27.2 27.4
身 求職者 1.8 3.8 3.6 2.6 2.0 2.5 3.0
% その他 5.8 7.9 8.9 7.5 7.4 7.5 7.8
訓練業種 %

農林水産業 1.1 2.5 2.1 2.5 2.4 2.4 2.3
工業 19.6 22.4 23.6 22.9 21.9 21.0 20.8
建設業 19.4 20.1 20.0 21.6 21.2 23.2 22.8
商業 33.2 29.1 27.5 26.7 26.9 25.0 24.4

企業向業務*1 1.2 2.3 3.7 4.4 5.1 5.5 5.6
個人向業務*2 25.1 21.8 20.5 18.9 19.0 19.0 20.2
他第 3 次産業 0.4 1.8 2.6 2.9 3.5 3.9 4.0
訓練期間 %
12 ヶ月未満 15.2 16.2 17.1 18.7 19.0 19.5 20.2
13 ｰ 23 ヶ月 7.2 9.0 12.6 16.5 18.4 18.8 21.6
24 ヶ月 71.6 65.8 61.7 56.2 53.1 54.8 51.3
25 ヶ月以上 6.0 9.0 8.6 6.6 9.5 6.6 6.9

備考：*1.金融・銀行業等、*2.理美容、ホテル・レストラン業等

出典：GIM 配付資料、DARES（労働省統計調査活動部、全国）

DERS,Premières informations Synthèse,l'Apprentissage en 2005, 2007.
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つぎに、現交互制訓練の一つである見習訓練（apprentissage）の動向について述べる。1980
年代後半の改革により、見習訓練（徒弟訓練とも訳す）は旧来の熟練職準備からテクニシ

ャン・中間職、エンジニアなど高度で多様な職種への準備にその目標を拡大してきた。2005
年には、新規の見習訓練契約総数は 260,000 余を数え、2002-03 年に若干の落ち込みが認

められるものの、1990 年代後半からの増加傾向を維持している。（表 1-2：労働省統計調

査活動部 2007 年３月）。ただし、この数値には公的部門の契約数 4363 が含まれていない。

見習訓練契約を管轄する労働省の統計データを用いて、近年におけるその推移を一瞥し

ておこう。見習訓練生の年齢は、全体として上昇しており、とくに 19 歳以上の伸び率が

高い。これと並んで、その学歴（教育歴）レベルが上がり、高等教育（Ⅰ～Ⅲ）を終えて

見習制に入る青年も増えている。90 年代までは CAP,BEP という熟練職レベル（Ⅴ）の免

状を目指す見習訓練生が大半を占めていたが、21 世紀になって、バカロレア（Ⅳ）及び

高等教育免状（Ⅰ～Ⅲ）の取得を準備する割合が増加して、それらが全体の約１／３を占

めるようになった。前述した専門化訓練とは異なり、見習訓練生に占める女子の割合が相

対的に低い（前者：45 ％強、後者：30 ％強）。業種別では、商工業が減少気味であるのに

対して、理美容、ホテル、レストランなど個人向業務への関心が回復している。訓練期間

に関して、２年（24 ヶ月）を越えるコースは減少している。なお、この短期化傾向は、2005
年 1 月 18 日付の社会的統合計画法により、一層強まるであろう。この法律により、見習

訓練による取得済み免状を補充する場合、既取得免状・称号よりも下位の免状を準備する

場合、６ヶ月から 12 ヶ月の見習訓練契約を結ぶことができるようになったからである。

２．交互制訓練および継続教育・個人教育権のゆくえ

(1)交互制訓練

学校タイプの職業教育が発達したフランスにあって、交互制訓練と称する見習訓練およ

び専門化訓練は、どちらも企業を基礎とする職業教育であり、特殊な労働契約を結んで実

施される。しかし、見習訓練が国民教育省の下で初期教育に属するのに対して、専門化訓

練は労働省下の継続教育に含まれる。聞き取り調査（2007 年 3 月）で応対されたジャッ

ク・ベルナール（J,Bernhardt）GIM 訓練部長は、学校を基礎とする職業教育よりも交互制

で運用される見習訓練の近年における発展に注目している。GIM で配布された資料に基

づいて、表 2-1 において、見習訓練と 2004 年の新生涯職業教育法で導入された専門化訓

練とを比較して、それらの特徴をまとめた。

見習訓練であれ、専門化訓練であれ、企業では交互制訓練を担当する指導員（チュータ

ー）が必要である。GIM での聞き取りによると、金属産業の企業内ではいわゆる固定し

たチューター職は設けられておらず、従業員全員がチューターとなるよう奨励され、それ

ぞれの専門的な知識を伝達するよう努める責任が負わされている。そのための特別報酬は

与えられないという。また、訓練機関に委託して訓練を行う場合もあれば、大企業のよう

に、独自に企業内学校（écoles d'entreprise）を設けて訓練を行う場合もある。

表 2-1.見習訓練と専門化訓練

見習訓練 専門化訓練

目的 若年労働者が免状ないし職業目標 訓練と労働の交互制契約によって

の称号によって認定される職業資 若者および求職者の持続的な雇用へ
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格に導く交互制の教育を授ける。 の移行または復帰を奨励する。

対象 16 歳から満 25 歳までの若者（特 16 歳から満 25 歳までの若者。ま

例有り）。 たは 26 歳以上の求職者。

雇用主 公的部門（商工業ではない）の企 継続教育財政を負う総ての雇用主、

業および手工業、商工業、協会の 公的な商工業施設、海軍装備企業。

部門。 国家、地方公共団体、行政施設除く。

訓練タイプ １～３年の有期雇用（期間の特例 ６ヶ月から１年（部門別協定によ

有り）。 り２年に延長可）の有期雇用ないし

期限無し雇用。*1

労働期間 訓練時間を含めて他の企業従業員 訓練時間を含めて他の企業従業員

と同じ労働時間。 と同じ労働時間。

訓練支援と経 企業と CFA*2 での訓練。CFA 訓 総契約時間の 15 ～ 25 ％の間（部

験知認証制 練時間は 400 時間の年平均最低時 門別協定により 25 ％を上回ること

間。一定条件で 200 時間を下回ら ができる）に、評価、支援、教育の

ない範囲で時間数を削減できる。 期間を含む（ただし 150 時間を下回

らない）。

最低報酬 見習生の年齢と訓練課程に応じて 16 ～ 25 歳について、年齢と訓練

最低賃金 SMIC の 25 ％から 78 ％ 水準に応じて SMIC の 55 ～ 80 ％。

までの最少賃金。 26 歳以上は SMIC 時間給。

雇用主への助 11 人未満企業と手工業一覧に登 16-25 歳および 45 歳以上の求職者

成 録された企業では雇用主・従業員 に対する社会保障の雇用主負担免

負担金全額免除。*3 11 人以上企 除。

業では社会保障（社会保障費、失

業保険費等）の雇用主負担免除。

見習生 1 人当たり 1600 ユーロ、障

害者・無資格者なら 2200 ユーロの

支給。州による年間訓練最低額

1000 ユーロの一括補償手当。

備考：*1. 専門化訓練は、正規従業員（雇用期限無し）も対象となる。

*2.見習養成センター Centre de formation d'apprentis
*3.フランス 22 州（複数の県からなる行政単位 région）の中で、また業種間（大企

業、パン屋等）で、大きな差異がある。

(2) 継続教育・個人教育権

フランス継続教育を特色づけるいわゆる個人主導の訓練受講権には、これまでの個人教

育休暇（CIF）と新設の個人教育権（DIF）とがある。前者に関しては、一人当たり訓練

時間の増加など質的な改善が図られつつも受益者数が減少しているという問題がある。4)

個人教育休暇（CIF）の推移 出典：毎年の財政法。

西暦年 1974 1978 1986 1991 1994 1996 1999
CIF 人数 88,000 49,000 47,000 43,800 38.200 28,700 26,200
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後者の DIF は、企業（雇用主）と従業員の合意に基づく継続教育であり、企業側はそ

れなりに期待を掛けている。以下、G.ベルナール GIM 訓練部長の発言要旨である。

措置の枠組みにおいて、フルタイム従業員は、年間 20 時間の DIF を有する。これは、

上限 120 時間まで累積できる。2004 年の新法制定後、もたついた出発ではあったが、

今ではその措置は効力を発揮しつつある。それは、おそらく自由時間の増加によるも

のであろうが、従業員と企業に都合良く理解されてきたためでもあろう。我々の部門

では、2007 年の初め、企業に勤めている従業員に 60 時間の権利を認めている。DIF
では、従業員の要求により、企業外でも受講できる。実施 1 年目('04)、2 年目は、要

求数が非常に少なかったのが、3 年目からは少しずつ増加し始めている。本人が関心

のある訓練を選べるので、DIF が増える可能性は高いだろう。

継続教育・個人教育権の実施状況に関する GIM での調査を補完するために、資格調査

研究センター（CEREQ）の論説（「継続教育の地平を開く」Bref.no.235,2006.）を参照する。

ここでは、継続教育の刷新を意図する 2004 年の新法に係わる効果について、企業の税務

申告資料を用いて検討されている。

「平均すると、従業員全体の 1.3 ％のみが、DIF を希望して受講しており、それを実施

している企業は６％である。その内訳をみると、2000 人以上の企業の半分、500 ～ 1999
人の企業の１／３において、1 人以上の従業員がこの措置を受けている。論理的に、企業

が大きくなるにつれて、DIF がより早く導入されていることになる。恐らく、個別面談の

ような付随する手続きに応じて、より小さな企業に普及していくのであろう。しかし、DIF
実施の弱さには別な要素がある。法律は、DIF において、労働時間外を訓練に当てる措置

をとっているが、その実施諸条件を、個別協定の枠内で、各職業部門が明記するよう委ね

ている。大半の部門別協定では、企業がその調整の裁量を有している。労働時間外の訓練

で従業員に補償していた訓練手当は、平均して 0.2 ％の従業員にしか該当しない。すなわ

ち、DIF を受けた従業員の約 1 ／６である。さらに、この手当は、もっぱら DIF にしか係

わらないのだが、雇用主と従業員が、全体であれ部分的であれ、共同して労働時間外で行

う能力開発訓練にも当てられている。それ故、現在まで、大半の場合、DIF は労働時間内

で運用されている。だが、この権利は、６年間累積できるので、オープンな時間クレジッ

トが増えるにつれて、その利用は強まるであろう」。5)

この文面からわかるように、DIF の実施諸条件や運用は、職業部門(業種）別協定に委

ねられ、具体化される。GIM が属する金属産業部門における「職業教育に関する全国協

定 Accord national relatif à la formation professionnelle」（2004 年 7 月 20 日付、GIM による

配布資料）から、個人教育権（DIF）関連事項を、以下に抜粋する。

本協定（全 40 条）は、生涯職業教育に関する 2003 年 12 月 5 日付全国業種間協定並び

に生涯職業教育および社会対話に関する 2004 年 5 月 4 日付け法律の措置を実施するこ

とを目的とする（前文）。DIF に関する措置は、第 16 条～第 25 条に規定されている。

そのうち第 18 条では、DIF が適用される継続教育活動は、労働法典（L934-1）が適用

される企業で定められたもの、また、能力点検と経験知認証の活動、そして、調印し

た組織は従業員組合および雇用主によって編成されたもので、業種別協定による知識

改善を目標とする訓練は対象となりうると認める。常勤フルタイマーの DIF は年間 20
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時間、常勤パートタイマーのそれは、労働時間に応じて算出される。未消化時間につ

いて、常勤者は上限 120 時間の枠内で累積される。この累積は、常勤パートタイマー

にも労働時間に応じて得られる年間時間数に基づいて認められる。DIF は、労働時間

外に実施されるが、企業協定で規定されるならば、DIF に係わる(活動)時間は、部分

的に労働時間内に実施できる。つぎに第 20 条では、雇用主の同意に基づく従業員の主

導（initiative）について、2003 年 12 月の業種間協定（1-1）で目指された職業面接の

枠内で行われる。それは、本協定第 18 条で定められた訓練に係わるものであり、同意

または申請には以下の記載が必要である。訓練の性格、名称、運営様式、期間（開始

終了）、経費、紹介された訓練受給者名。能力点検の活動に係わる同意・申請ならば、

その日時と期間、受給機関の名称。また、経験知認証の活動に係わる同意・申請なら

ば、志願する免状、称号、証明、資格。認証可能な活動の日時、期間、性格、証明を

発行する当局、機関の名称。雇用主の不同意。第 21 ､ 22 ､ 23 条は、解雇者、辞職者の

場合を定め、第 24 条は、企業による経費支払いを担当する公認徴税機構 OPCA につ

いて、そして第 25 条は、有期従業員の場合（訓練と能力点検について入職始めの月か

ら、最大 15 ～ 16.5 時間が認められる）を定める。

GIM には、繊維産業や化学産業とは異なり、多種多様な金属機械関係業種が集まって

いる。企業の従業員規模も 10 人以下の零細企業から 2000 人以上の大企業までまちまちで

ある。とくに大企業における DIF の運用については、個別企業協定にまで立ち入らない

と具体的な事柄まではわからないであろう。6)

最後に、見習訓練および交互制訓練（継続教育）に関する財政について簡単に触れる。

フランスでは、1971 年以来、企業（雇用主）に課す継続教育及び見習訓練に関する負担

金（賦課金）が定められている。これまでの変遷については省略するが、7) 現状を表 2-2
のようにまとめることができる。継続教育財政における雇用主の負担率は、1971 年法当

時の 0.8 ％から、1.2%(1984 年)、1.4 ％（1992 年）、1.5 ％（1993 年）と徐々に増加してい

る。近年、フランスにおいても企業内継続教育が盛んとなり、それが国際競争下で企業主

の主導性（経営戦略、能力開発）を強める傾向にあることをこれらの数字は物語っている。

表 2-2. 継続教育及び見習訓練に関する企業規模別賦課金 2006 年度

従業員規模（納付先） 10 人未満 10 ～ 20 人 20 人以上

専門化訓練 % (OPCAIM 納付) 0.15 0.15 0.50
訓練計画 (OPCAIM 納付) 0.40 0.90 0.90
・有期雇用の訓練 % - 0.10 0.10
・個人教育権 DIF % 0.10 0.10 0.10
・訓練計画 % 0.30 残額 残額

個人教育休暇 CIF % (FONGECIF･IDF 納付) 0.00 0.00 0.20
継続教育合計 % 0.55 1.05 1.60
見習訓練 % 0.50 0.50 0.50
GIM･TA 納付分担率 % 0.18 0.18 0.18

備考：企業の賦課金は、従業員に支払う総賃金の割合（％）を示す。

IDF：イル・ド・フランス州、TA（Tax d'apprentissage）：訓練税
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OPCAIM（Organisme Paritaire Collecteur Agréé IM）：金属産業公認徴収機構

FONGECIF：個人教育休暇に関する業種間協議機構

（2007 年 2 月 28 日納付期限） 出典：GIM による配布資料

まとめ

2004 年の新生涯職業教育法で定められた目標は、「労働者の就職と再就職に裨益し、そ

の雇用維持を可能にし、その能力開発及び様々なレベルの職業資格への接近を促し、その

社会的昇進及び文化的・経済的な発展に貢献することである」（労働法典第 L.900-1 条）。

加えて「育児や配偶者、要介護の高齢者の世話で職業的活動を中断した人の雇用復帰を可

能とすることも目指す」。これまでの目標、すなわち「労働者の技術や労働条件の変化へ

の適応を可能にし、様々なレベルの教養や職業資格への接近による社会的昇進、そして文

化的・経済的・社会的な発展への貢献を促すこと」（1984.2.24.法律）と比べて、教養教育、

市民教育の色合いが薄まり、反対に、雇用や職業に必要な能力開発の面が強まった。

新法実施３年の間に、交互制訓練では、学歴が低く、雇用困難な若者をより多く集める傾

向が読み取れる。反対に、見習訓練では、学歴が高まり高度な訓練を求める若者が増えて

いる。従業員対象の継続教育・個人教育権（DIF）については、個人教育休暇（CIF）が

低迷する中で、雇用主も従業員も次第に関心を高めつつあることが GIM 調査を通じて把

握できた。今後、企業主の継続教育に関する財政負担が高まると、個人主導性の側面、そ

して継続教育を支えてきた労使協調体制（社会的パートナー関係）にどのような影響が出

るのかについても注視する必要があろう。

註

1) 夏目達也・堀内達夫「フランスにおける徒弟制度と継続職業教育」平沼高・佐々木英

一・田中萬年編著『熟練工養成の国際比較－先進工業国における現代の徒弟制度－』ミ

ネルヴァ書房、2007 年。

2) I.Marion et al.,Ver une ouverture des frontières de la formation continue,Cereq,Bref, no.235,
2006.

3)GIM は、パリ地域における金属および関連業の経営者団体であり、当該労働協約の実施

に関与する。金属の製造・加工を対象とする工業および関連業務で構成される。すなわ

ち、機械、電子・電気、自動車、設備、二輪車、航空機、製鉄、冶金、船舶などである。

GIM の定款（1920 年制定、1976 年と 1978 年に改訂）によれば、その目的は、加盟す

る企業のために、代行、情報提供、相談、支援、弁護することである（第 3 条）。

2002 年時点における加盟企業の生産額については、国内総生産の３％、その従業員数

については、フランス金属業従業員総数の 17 ％（30 万人強）をそれぞれ占める。

GIM,expertise et performance au service des entreprises, juin 2006.
4)Cl.Dubar,La formation professionnelle continue, 5e édition, La Découverte,2004, pp.25-30.
5) I.Marion et al.,op.cit.,p.4.
6)ルノー自動車の事例について、夏目達也・堀内達夫、前掲書、pp.133-139.
7)Cl.Dubar,op.cit.,pp.20-23.『教育訓練制度の国際比較調査、研究－ドイツ、フランス、

イギリス、日本－』日本労働研究機構、2003 年、p.105.
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論文の概要 
 
 
テーマ 職業能力開発の実践 
副題 在職者訓練コース評価法と訓練カルテ方式による職業訓練スパイラルアップメカニズム 
  

執筆者名 村上智広 

共著者名 槌谷雅裕、安中宏、丹治健、鈴木良之、宇佐美明伸、南川英樹 
 
概要 
組織力を活かした全所的な在職者訓練の品質向上を目的に、高度職業能力開発促進センター

では「在職者訓練コース評価法」と「訓練カルテ方式」を平成１７年度より全コースに適用している。２

年間の実践結果から①職員間のコミュニケーションが促進され、②全職員の参加意識、取り組み意

識が高まり、③コース改善アクションが活性化し、④その結果として訓練コースの品質が全所的に向

上し、相乗効果として受講者数も増加した。など、多くの実効性が立証された。 
本論ではこの実践と検証結果をふまえ、訓練コースの実施結果を迅速かつ客観的に分析評価す

るための手法として開発した「在職者訓練コース評価法」、並びに訓練ＰＤＣＡサイクルの可視化とコミ

ュニケーション促進のための仕組みとして考案した「訓練カルテ方式」について述べる。さらにこの種

の取り組みを推進する上での重要事項について（１）目的と手段の区分け（２）推進者と推進母体（３）

３つの可視化（４）職場風土への親和性チューニング（５）実用性の追求、以上５つの視点で考察す

る。 
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